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AI研究開発力の強化に向けて

～Science for AI／Science of AI の推進～

【検討】

文部科学省研究振興局

参事官（情報担当）付
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（参考）AI Index Report 2026：研究開発分野の主なポイント

1. 2025年には、注目すべきAIモデルの90％超が産業界によって開発された。一方で、最先端モデルの透明性は低
下している。 

2. 中国はAI研究で世界をリードし、米国は注目度の高いモデル開発で優位を維持している。

3. 公表されるパラメータ数は数兆規模で横ばいだが、情報開示は減少している。

4. 事前学習において、合成データはまだ実データを代替していないが、データ品質向上や事後学習技術に有望な成
果が見られる。 

5. 世界のAI計算能力は2022年以降、年平均3.3倍で増加し、H100換算で1,710万基に到達した。

6. AIデータセンターでは米国が圧倒的な優位にあり、その内部で使用されるチップの大半は台湾のTSMCが製造し
ている。

7. AIの環境負荷は電力、水資源、排出量のすべて
で増大している。

8. オープンソースAI開発は引き続き拡大している。

9. 米国へ移動するAI研究者・開発者の数は、
2017年以降89％減少した。

10. AI人材の地理的分布は変化しているが、男女格
差は依然として大きい。 
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（参考）AI Index Report 2026：科学分野におけるAI活用の主なポイント

1. AI関連の科学論文は年々増加している

2. 分子生物学では、小規模モデルが大規模モデルを上回る成果を示している。

3. 最先端モデルは平均的な人間の化学者を上回るが、公開研究の再現には依然課題がある。

4. 仮想細胞（Virtual Cell）モデルが2025年の新たなフロンティアとして台頭した。

5. 天文学分野では、初の基盤モデル、可視化ベンチマーク、大規模学習データセットが公開された。

6. AIが初めて気象予測プロセス全体をエンドツーエンドで実行した。

7. 2025年、完全にAIが生成した論文が初めて査読付きワークショップに採択された。

8. 科学向けAIモデルの多くは、学術機関や政府機関によって開発されている。
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現状認識等

⚫急速なAI技術の進展に伴い、モデルの解釈可能性や透明性、高品質データの確保、推論コ

ストの増大、安全性・信頼性の確保、さらには経済安全保障上のリスク等が顕在化。

⚫各分野において、AIをツールとして利用することだけに留まるのか、 AI自体を理解し

高度化を図りAIイノベーションを創出する国となるのか、極めて重要なタイミング。

➢ AI for Scienceに加え、

 ・ 科学的知見を活用して新たなAI技術を創出する「Science for AI」、

 ・ AIの原理や能力・限界、安全性・信頼性を科学的に解明する「Science of AI」

の重要性が世界的に高まっている。

➢ AIを活用するだけではなく、AIに関する戦略的自律性を確保する観点からも、

AIを理解し、安全性・信頼性を確保しながら、自律的かつ先導的に研究開発を行う能力

を確保・強化することが極めて重要。
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検討事項等

Science for AI／Science of AI の観点から・・・

1. 日本の強みや特色は何か？

2. 日本（国）として力を入れるべき研究領域・テーマは何か？

① 自律性等から取り組むべき課題は何か？

② 日本の強みや特色を生かして、世界を先導し得る課題は何か？

③ 産業界や社会で活用される技術や研究は何か？

3. 当面の課題と中長期的な方向性は何か？

（人材育成、研究基盤、産学連携、国際連携等を含め、どのようなエコシステムを構築すべきか）

⚫ 「Science for AI」および「Science of AI」において、日本の強みや特色を生かして、

世界の研究開発における不可欠な知的基盤となることが重要。

➢AI for Scienceの推進と相互に補完・強化しながら、「Science for AI」及び

「Science of AI」を推進することで、世界のAIと科学の進化に貢献する国を目指すこ

とが必要。
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「Science of AI」はAIの内部機構や能力・限界を科学的に解明し、「Science for AI」による次世

代AI技術の創出や、「AI for Science」で活用されるAIの安全性・信頼性向上の基盤となる。高性能

AIによって加速される科学的発見から得られる新たな知見や課題は、三区分それぞれの発展を促す。

➢ この三者の好循環を戦略的に推進することで、AIと科学技術の双方の飛躍的発展が期待される。

（参考） 大まかな概念イメージ （案）

AI for Science

（科学のためのAI）

AIを活用して、科学研究を加速・変革する取組

• 実験・観測・シミュレーション等から得られる膨大なデータをAIで解析し、仮説生成、実験設
計、予測、知識発見等を高度化・高速化することで、科学的発見や社会課題解決を加速。

• データ、計算資源、研究設備等を統合したAI駆動型研究の基盤（研究インフラ）整備が重要。

Science for AI

（AIのための科学）

Science of AI

（AIの科学）

科学の知見を活用して、AIを高度化する取組

• 数学・統計学・情報科学・物理学・脳科学・認知科学等の知見を活用し、学習効率、推論能力、
汎化性能、計算効率等を向上させ、次世代AI技術を創出。

• AIの基盤技術は、国の競争力及び経済安全保障の中核を成す戦略技術であり、中長期的
な基礎研究・人材育成への投資が不可欠。

AIそのものを科学的に理解・解明する取組

• AIシステムの能力、限界及び創発現象等を理解し、その挙動を評価・予測・制御可能なもの
とすることを通じて、安全性、信頼性、透明性及び説明可能性を向上。

• 近年、AIの高度化・複雑化に伴い、AIの理解・評価・制御可能性を高める研究の重要性が高
まっている。 例：米国ではAIアクションプラン（2025年7月）において“Advance the Science of AI”や“Interpretability, Control, and 

Robustness”等が明記されている。また、英国王立協会（2024年5月）も、AIのブラックボックス性が科学研究の検証可能性や
再現性、信頼性の課題となり得ることを指摘している。

※国際的に確立した定義ではない点に留意が必要

両者は密接に関係して
おり、境界が明確では
ない点に留意が必要。

https://www.whitehouse.gov/wp-content/uploads/2025/07/Americas-AI-Action-Plan.pdf
https://www.whitehouse.gov/wp-content/uploads/2025/07/Americas-AI-Action-Plan.pdf
https://royalsociety.org/-/media/policy/projects/science-in-the-age-of-ai/science-in-the-age-of-ai_report_web.pdf
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（参考）主な関係ワード例

Science for AI
（AIのための科学）

Science of AI
（AIの科学）

（１）AIの基盤理論・基盤技術
•Foundation Models（基盤モデル）
•Machine Learning Theory（機械学習理論）
•Efficient AI（高効率AI） 
•Scientific Machine Learning（科学機械学習）
•AI Hardware（AIハードウェア・アーキテクチャ）
•Frontier AI Models（フロンティアAI）
•Multimodal AI（マルチモーダルAI）
•World Models（ワールドモデル）※環境・世界の構造や
時間変化を内部モデルとして学習・予測するAI

•Scaling Laws（スケーリング則）
• Inference-time Scaling（推論時スケーリング）
など

（２）AIの高度化・次世代AI
•Agentic AI（エージェント型AI）
•Embodied AI（身体性AI）
•Physical AI（フィジカルAI）
•AI Scientist（AIサイエンティスト）
•Knowledge-integrated AI（知識統合型AI）
•Scientific Foundation Models（科学基盤モデル）

•Autonomous Scientific Discovery（自律的科学
発見） など

（３）AIの理解・解明
•Theory of Deep Learning（深層学習理論）
•AI Reasoning（AI推論能力）
• Interpretability（解釈可能性）
•Explainable AI（説明可能なAI（XAI））
•Brain-inspired AI（脳型AI） 
•AGI Theory（AGI理論（汎用人工知能理論）） など

（４）AIの信頼性確保
•Trustworthy AI（信頼できるAI） 
•AI Safety（AI安全性）
•Alignment（アラインメント）
•Evaluation（AI評価）
•Robustness（ロバスト性）
•Verification（検証）
•Validation（妥当性確認）
•AI Security（AIセキュリティ） など

（５）AIと人間・社会
•Human-centered AI（人間中心AI） 
•AI Governance（AIガバナンス）
•Responsible AI（責任あるAI）
•Human-AI Interaction（人間とAIの相互作用）
•AI Ethics（AI倫理）
•AI Risk Science（AIリスク科学） など

両者は密接に関係しており、境界
が明確ではない点に留意が必要。
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国際動向等

⚫ 生成AIは急速な性能向上を遂げ、科学研究を加速するAI for Scienceが世界的に発展している。

一方で、各国政府、国際機関、主要AI企業、第一線研究者の間では、AIを活用する研究（AI for 

Science）に加え、AIそのものを科学的に理解・高度化する研究が、今後のAI競争力や安全性を左

右する重要な研究領域であるとの認識が広がっている。

⚫ 世界の研究開発は、AIを利用するだけでなく、AIそのものを科学の対象として、その原理や能力発

現メカニズムを探究する方向へと重点が広がりつつある。

（１）スケーリング競争から「AIの原理」の競争へ（学習原理・アーキテクチャの革新への回帰）

2020年代前半は、大規模モデル、データ及び計算資源を拡大するスケーリング則に基づくAI開発が急速に進展し
た。一方、近年では、スケーリング則は依然として重要であるものの、それだけでは次世代AIの実現には十分ではな
いとの認識が広がっている。このため、数学、統計学、情報科学、物理学、脳科学等の知見を活用し、新たなAIの理論・
学習原理・アーキテクチャを探究する研究が活発化している。

（２）AIを「ブラックボックス」として利用する段階から、AIを科学的に理解・評価する段階へ

AIの能力向上に伴い、AIシステムの内部メカニズムや能力発現、限界、リスクを科学的に理解し、その挙動を評価・
予測・制御可能とする研究が世界共通の課題となっている。International AI Safety Reportでも、AIの能力・
リスクを科学的に理解・評価する研究の重要性が指摘されている。

（３）フロンティアAI企業もAIの基礎科学・評価科学への投資を強化

主要AI企業においても、性能競争に加え、AIの原理理解や評価科学への投資が拡大している。例えば、Anthropic
は「モデル評価の科学は十分成熟していない」とし、AI評価科学の確立を重要課題として位置付けている。OpenAI、
Google DeepMind、Metaなども、推論能力、新たな学習原理、AIの解釈可能性等の基礎研究を強化している。
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（参考）海外動向等1/2

国／地域 主な戦略等

米国

• America’s AI Action Plan（2025）

• The National AI R&D Strategic Plan（2023 Update）

• FASST Initiative (DOE, 2024)

中国
• 人工知能＋（AIプラス）行動（２０２５）

• 国民経済・社会発展第15次五カ年計画（綱要）(2026–2030) ※AIを含む国家上位計画

EU
• The AI Continent Action Plan（2025）

• AI in Science Strategy（2025）

英国

• AI Opportunities Action Plan（2025）

• AI for Science Strategy（2025）

• National AI Strategy (2021)

カナダ
• Canada’s National Artificial Intelligence Strategy: AI for All(2026）

• Pan-Canadian Artificial Intelligence Strategy (PCAIS)（2021～第二期） 

ドイツ

• Artificial Intelligence Strategy of the German Federal Government（2020改訂）

• German Action Plan Artificial Intelligence (2023)

• Hightech Agenda Germany（2025）
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（参考）海外動向等2/2

国／地域 主な戦略等

韓国
• National Strategy for Artificial Intelligence （2019）

• Korea AI Action Plan（202６－２０２８）

シンガポール

• Singapore National AI Strategy 2.0（2023） 、Update to Singapore's National 
AI Strategy（2026）

• AI for Science Initiative（2024～）

• National AI Research and Development Plan（２０２６）

フランス
• National Strategy for Artificial Intelligence（２０２５～第３期）

• France 2030（2021～）

スイス • Digital Switzerland Strategy 2026

オランダ

• Strategic Action Plan for Artificial Intelligence（2019）

• Netherlands Digitalisation Strategy（2025更新）

• National Technology Strategy (2024)

イスラエル • National Program for Artificial Intelligence（2026)

✓ AI調べ
✓ 政府主導型で上位の国家計画、国家AI戦略、AI研究開発計画等が概ねある場合と、いわば研究機関主導型で研究大学・

研究機関がAI研究戦略を実質的に担う場合があるため、全てを同等に並べているものではない点に留意が必要。
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（参考） 米国 America’s AI Action Plan（2025）ポイント

■Advance the Science of AI（AIの科学の進歩）

AIの能力を前進させ、新たな変革をもたらすパラダイムに向けて、 AIシステムの能力、効率性、信頼性
を向上させる理論的（theoretical）、計算論的（computational）、実験的（experimental）なブレイ
クスルーにつなげる研究への投資を優先する。これには、現在のトランスフォーマーアーキテクチャの限界
を超える可能性のある、「エネルギー効率の高い代替方式」や「神経形態学的（ニューロモーフィック）コン
ピューティング」などの次世代アーキテクチャの研究開発（R&D）の支援が含まれる。

次期国家AI研究開発戦略（The next National AI R&D Strategic Plan）においては、AI研究に
おける根本的な進展を優先事項とすべきである。

■ Invest in AI Interpretability, Control, and Robustness Breakthroughs
（AIの解釈可能性、制御、および堅牢性の画期的な進歩への投資）

フロンティアAIシステムがどのように意思決定を行うかを人間が理解・測定・監視できるようにするため
のツールの開発（Interpretability）、AIシステムが人間の意図や明確に定義された境界条件から逸脱
しないように確保するための制御メカニズムの開発（Control）、データ汚染や敵対的攻撃といった脆弱
性に対する堅牢性の向上（Robustness）を進める。

■ Build an AI Evaluations Ecosystem（AI評価エコシステムの構築）

AI標準・イノベーションセンター（Center for AI Standards and Innovation：CAISI）等の体制
を通じてフロンティアAIモデルの評価を行う。研究者が安全な環境でAIモデルのリスクや性能を実証・試
験できる「安全なテストベッド」を構築・提供するとともに、AIモデルの性能、信頼性、能力、脆弱性、バイア
ス及び国家安全保障上のリスクについて、科学的・客観的な評価・測定を可能とする共通基準を策定する。
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（参考） 英国 ２つのAI研究ラボを開設

⚫ 英国研究・イノベーション機構（UKRI）は、英国のAI研究・イノベーションを強化するため「UKRI AI 

Research and Innovation Strategic Framework（※）」を策定（２０２６年６月、4年間総額16億ポンド）。

⚫ 現在のAIの限界を超える次世代AIの実現に向けて、AIの基盤となる基礎科学を推進するネットワー

ク型の研究拠点（AI Research Labs）の整備を開始（6年間で最大6千万ポンド）。

■SOFAIR Lab
（Science of Fundamental AI Research Lab
：基礎AI科学研究ラボ）

【参画大学】
ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）を筆頭に、
ケンブリッジ大学、オックスフォード大学、エディンバラ
大学が協働。

【取組内容】
現在のAIシステムが抱える「ハルシネーション」や「特定
企業への依存」といった根本的課題を解決するため、コ
ンピュータ科学、数学、統計学、神経科学を融合させ、
現行Transformerを超える新しいAIアーキテクチャ
、低計算資源で動くAI、AIをよりアクセスしやすくする
基盤技術、オープンなAI基盤技術の設計・理論構築を
探究する研究を推進。

■BOLD Lab
（British Open-ended Learning and Discovery 
Lab：英国オープンエンド型学習・発見ラボ）

【参画大学】
オックスフォード大学を筆頭に、ユニヴァーシティ・カレッ
ジ・ロンドン、インペリアル・カレッジ・ロンドンが協働。

【取組内容】
巨大テック企業のように膨大なデータと中央集権的な計
算資源の投入によりスケールアップさせる従来手法とは
異なる、AIが「より効率的に、自律的に、環境に適応して
学習する」ためのまったく新しい学習方法や新しいAI学
習理論、次世代AIアルゴリズムなどの開発を推進。AIが
環境との相互作用を通じて継続的に学習・発見し、人間の
共同研究者（co-scientist）として科学的発見を支援す
る次世代AIの実現を目指す。

（※） UKRIAI戦略：主な項目は以下の通り
①AIの技術開発と未来の基盤、②AIによる研究の変革、③AIスキルと人材の育成、④経済成長と社会的利益のためのイノベ
ーションと採用の加速、⑤責任ある信頼できるAIの提唱、⑥世界クラスのAIデータおよびインフラストラクチャの構築。
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（参考資料）
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政策文書等における主な関係記載（抜粋）
■経済財政運営と改革の基本方針2026（令和８年７月、閣議決定）
• 改定「人工知能基本計画」 17等を踏まえ、リスクの適正な管理の下、ＡＩ開発・利活用を強化し、開かれたＡＩ主権を 確立しながらＡＩ・デー

タ基盤を整備する。
• ＡＩを科学研究 に適用し、新たな発見や理解を加速する「AI for Science」を推進する。 

■日本成長戦略（令和８年７月、閣議決定）
• 重点領域の領域別戦略を策定し、人材を含めＡＩ基盤や研究開発・実証への集中投資と、政府調達や制度改革による初期需要創出を一体

的に推進する。
• 主な施策：バーティカルＡＩの導入・開発・利用を支えるＡＩ基盤の整備、研究開発、実証、 データ創出を進める。

■バーティカルAI領域別戦略中間とりまとめ（令和８年７月、人工知能戦略本部）
③課題解決の手段・アプローチ
• 科学研究に安全に活用可能な、信頼できる（される）ＡＩの開発に向けたＡＩの基礎研究を含むＡＩそのものの研究を強化する。
④2030年に向けて取り組む主な施策
世界を先導する研究成果及びイノベーションの創出

• 日本の強みを活かした最先端研究開発へのＡＩ利活用を加速するとともに、AI自体の基礎研究の推進により、世界を先導する研究成果を
創出する。

■統合イノベーション戦略2026（令和８年７月、閣議決定）
• ＡＩ研究（Science for AI）においては、数理科学を基盤としたＡＩ技術に関連する最先端の理論研究やアルゴリズム開発等の基礎研究

を推進するとともに、 リスクや懸念の克服に向け、テキスト、画像、音声等をコンテクストや非言語情 報も踏まえて処理できるマルチモー
ダルモデルを含めたＡＩ基盤モデル等の透明性・信頼性の確保及び高度化や、質の高いデータの整備に向けた研究開発を推進する。

■第７期科学技術・イノベーション基本計画（令和８年３月、閣議決定）
(1)ＡＩ利活用研究（AI for Science）とＡＩ研究（Science for AI）の推進

■人工知能基本計画（令和８年７月改定、閣議決定）
第２節 ＡＩ開発力の戦略的強化
（１） ＡＩ研究開発・利用基盤の拡充・高度化 

■自民党 AIホワイトペーパー2026（令和８年５月）
• 科学研究におけて重要なのは一般的な性能の高さだけではなく、安全性、信頼性、再現性及び継続運用性を備えた形でAIを実装するこ

とであり、「規制の強弱」から「信頼の設計」への展開もまた不可欠である。
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AI for Scienceの推進に向けた基本的な戦略方針（抜粋）

１-3. 喫緊の課題 
そのため、AIを活用した科学研究およびAIそのものの研究開発への取組を抜本的に増強するとともに、産学官連携を通じた
科学とビジネスの好循環を創出し、AIイノベーションを持続的に推進していくことが不可欠である。

４．具体的な目標と手段
加えて、ＡＩの基礎研究を含むＡＩそのものの研究の強化により、信頼できる（される）ＡＩ技術の確保・発展を図る。 

７．基本的な各取組の考え方 
加えて、ＡＩは次世代の社会インフラであり、他国に依存することなく、自国で研究開発する能力を保持することは安全保障
上も極めて重要であり、信頼できる（される）ＡＩに関する取組や、ＡＩそのものの研究開発を持続的に強化すべきである。 

（１） 研究：ＡＩ研究・AI利活用研究における先駆的・先導的取組の推進 
ＡＩ研究（Science for AI）においては、数理科学を基盤としたＡＩ技術に関連する最先端の理論研究やアルゴリズム
開発等の基礎研究を推進するとともに、リスクや懸念の克服に向け、テキスト、画像、音声等をコンテクストや非言語情報も踏
まえて処理できるマルチモーダルモデルを含めたＡＩ基盤モデル等の、透明性・信頼性の確保及び高度化や、質の高いデータの
整備に向けた研究開発を推進する。

（２） 人材：ＡＩ関連人材の育成・確保 
産学の研究者が知見や経験を共有する拠点を形成するとともに、ＡＩやデータ等に関するスキルを持った高度専門人材等
を幅広い分野で育成・確保し、多様な研究者のＡＩ開発・活用ニーズに対応できる支援体制の構築を通じて、国内における
ＡＩ研究開発力の底上げとAIを高度に利活用可能な研究開発人材の育成を推進する。

おわりに
すなわち、AI for Scienceを前提とした研究システムを構築するとともに Science for AIを両輪として強化し、国際的な研
究エコシステムにおいて不可欠な役割を担う存在となることを目指す。

（別添１）アクション項目
⑤ 科学研究に安全に活用可能な、信頼できる（される）AI の開発に向けて、AI の基礎研究を含む AI そのものの研究を

強化する。 
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（参考）システム・情報科学技術分野〜分野別俯瞰編〜（2026 年）【JST】抜粋

⚫ 研究開発の現状の全体像を把握・分析・可視化することに加え、CRDSが考える今後のあるべき方向性・展
望を顕在化させるため、四つの考え方に基づいて国として推進すべき10の研究開発課題を抽出。
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